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 みんなで阿部
あ べ

夏
なつ

丸
まる

作
さく

『みちくさ』を読
よ

んできました。これまでの読みをふまえて教師
きょうし

が問
と

います。「健
けん

ちゃんは何
なに

やってたんだっけ」 

「室内
しつない

で」「ゲーム」「テレビ」「ユーチューブ」 

 

 

 

 

 

「あ、今
いま

どきで考
かんが

えればユーチューブもあるだろうね。じゃあ、大ちゃんは？」 

「魚
さかな

釣
つ

り」「屋外
おくがい

で」「ドングリ集
あつ

めたり」 

「そうだね、それも書
か

いてあったね」 

教師
きょうし

は子
こ

どもの発
はっ

した言葉
こ と ば

を一つ一つ受
う

けとって黒板
こくばん

に書いていきます。対話
た い わ

の中
なか

で消
き

え

ていってしまう言葉を見
み

える化
か

して残
のこ

す。 

 ここで教師が問います。 

「上
うえ

と下
した

の違
ちが

いってなんだろう。健ちゃんと

大ちゃんのやってることの違い」 

「え、だから室内と屋外」 

「いや、そうなんだけど、どんな世界
せ か い

観
かん

？」 

「あ、仮想
か そ う

空間
くうかん

」 

「おー！出
で

た。まさにそれ、バーチャルなんだよね。」教師は、上にバーチャル、仮想と書

きました。「対
たい

して？」 

「現実
げんじつ

！」教師は下にリアル、現実と書きました。 

「世界観が違う！」一人
ひ と り

が、さっき教師が使
つか

った言葉を自分
じ ぶ ん

の言葉として使いました。こう

して対話の中で発
はっ

するたびに自分の言葉、リアルな言葉がつくられていきます。 

                                                

 

 

 

                                                

リアルな言葉
こ と ば

 

教師の役割は子どもたちの声を聞き、社会の様々な人や場所と出会う機会を作り、 

子どもたちが考えていることが見えるようにすること。（ヴェルステッド・ヨハンソン） 

 

 


